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はじめに 
 介護ロボット導入の目的は、 

 （１）職員の介護業務負担の軽減 

    （約７割いると言われる介護スタッフの腰痛予防） 

 （２）利用者の自立支援 

    （歩行のサポートや認知症の見守りにロボットを効果的に活用） 

   

１．介護ロボットの現状は 

 （１）介護ロボットとは、ロボット技術を活用した最先端の介護機器 

 （２）見守りセンサーは介護施設での身体拘束廃止や、在宅の孤立死 

    問題の解決に有効 



２．ロボット技術活用の方向性は 
  人とロボットの最適な組合せを考え、 
 （１）利用者の自立を高め、より安全な生活（生活機能の向上）を実現 

 （２）介護職員の負担を軽減  
 

３．介護現場での職員の業務は 
 大きく分けると、 
  （１）介護、看護などの福祉の専門的なサービスの提供 
  （２）家事や清掃など家庭機能の代替的な役割 
 サービス向上に役立つ生活支援ロボットを導入して、利用者と   
 接する時間を増やす。 
 

４．介護施設の現状は 
  （１）重度化する障害のため、精神・身体機能の低下 

  （２）職員の高齢化による介護力の低下  



５．こんな介護ロボットがあれば 
 （１）利用者の心身機能の維持向上に役立つ 
 （２）転倒等の事故防止に役立つ 
 （３）移乗、排泄、入浴介護の負担軽減に役立つ 
 （４）看取りケアに役立つ 
 

６．実際に購入してみたら 
 （１）既に購入した機種は、 
    機種選定にあたっては、「必要性」「実績」「使い易さ」「操作性」 
    「安全性」「コスト」「保証体制」を考慮し、 

   
  

①ポポ ②スカラモービル ③スマートスーツ ④マッスルスーツ ⑤リショーネ 



 （２）これから購入する機種は 
   ①楽チン見守りラクミーマ 

 （３）購入したい機種は 
   ①リハビリ支援ロボット 
   ②コミュニケーションロボット 
   ③呼吸、心拍の状態がわかる高機能な見守りセンサー 
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５．革命前夜に思うこと 
 （１）生産コストを抑えながら、対人安全性の確保 
 （２）現場は研究開発の場へフィールドバック 
 （３）開発に公的支援が必要 
 （４）安全規格と残留リスクの低減 
 （５）大手メーカーが魅力に感じる新たな市場開拓 
 （６）個人のニーズに合うイージーオーダー機器 
 （７）介護保険給付の枠組み 

 （８）正しい商品知識の教育と販売体制の整備    



むすびに 
 

高齢者福祉の課題解決策の一つとして、ロボット技術を活かすことで 

 （１） 人生における継続性（生涯現役の実現） 

 （２） 自己決定権の尊重（健康を長く維持し、自立的に暮らす） 

 （３） 残存能力の拡大（重介護ゼロ） 

など健康寿命の延伸に、生活支援や社会参加支援ロボットの活躍が期

待されている。 

 

（後ほど、お読みください）    







出典：シルバー新報 


